
























研究の方法は， 2つある。 lつ目は「作文ワークショップjを実践し， r主体的・対話的で深い




























見や考えを伝え合ったり議論 したり協働したりする こと や，本を通して作者の考えに触れ自分の
考えに生かすことなどを通して，互いの知見や考えを広げたり 深めたり 高めたりする言語活
動を行う学習場面を計画的に設けることなどが考えられるJ(p.121)と提案している。
「深い学びjの実現に向けては， 1言葉による見方 ・考え方Jを働かせ 言葉で理解したり表現
したりしながら自分の思いや考えを広げ深める学習活動を設けることが考えられるJ(p.121) と












・構成・ 表現]I~ :ït を許信líする力
[他者とのコ ミュニケーションの側面}
・言葉を通じて伝え合う力

















指導を施す。ここでは Atwell(1998) (5)により， r作文ワークシヨヌプjを「特徴Jr自的Jr環境
の整備Jr授業の展開Jr評価の方法jに分け整理する(表3-1)ヘ


































I i架い学びjを生じさせるものとして， Iミニ・レ ッスンjと「作文カンファレンスjが考え ら
れる。学習者は， Iミニ・レッスンjで習得した知識 ・概念 ・考え方を活用し，問いを見いだして
解決したり，表現したりすることができる。また， I作文カ ンファレンス」により， 教師は学習者
の芦を引き出し，質問や助言などの指導や支援を行っていく。「作文カンファレンス」の指導や支


























Atwellら(11)アメリカの実践家は，毎週， 4固から 51ヨ，書く時間を確保し， 1作文ワークショ


















































































「作文カン ファレンス」 で，教師はまず「どんな ことを書こうとしているの?Jと話を聞いたo








「学習者AJは 「作文カンファレ ンス」の後に， iカンフ ァレンスコーナ-Jにいるクラスメイ
トと話し合いを始めた。結果， 説明文の 「ロボットjから随筆の「将来の夢」にジャ ンルとタ イ
トルを変更し， i人の役に立つ介護ロボットの開発に携わり たい」 とい う内容で作成 していった。
授業後教~fIî は「学習者A J に， rカンファレンスコーナー」 で 「どんな ことを話していたの ?J
と質問した。 「学習者AJは「クラスメイトに作品を見せてもらって アイデイアをもらってい
たjと答えた。

















































































表 (7-1) 1"主体的-対話的で深い学び」 の姿の整理
枯れまについて振り返り 「なんか 長くなりそうですjと問題点を発見し， I~I 分は






し合いのキl で I~I ちの考えを広げていった。


















頼性等の吟l床」に関わる力を働かせていた可能性がある と考える。 今後は)Iミニ・レ ッス ンjに
焦点を当てた研ー究を行い，学習者の「深い学びjを読み取っていきたい。





( 1 ) 例えば2017年1月から2017年3月の3か月間で，新潟大学的属新潟小学校 (2017)BCTX 
思考力でつくる「主体的・対話的で深い学びjを促す授業1菊池省三・羽田純一・岡篤・中
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( 3 ) 言語能力の向上に関する特別チーム (2016) は， I深い学び]には「捉えたことを言葉に
するという言語活動を行うことにより，当該教科における自分の学びをメタ認知し，思考-
判断・表現してより深い理解につなげるJ(p. 10) ことも必要と言う。
(4 ) 学びの「深まり」の鍵は「見方・考え方」であると言われる(初等中等教育分科会， 2016， 
p.48)o I見方・考え方」とは，様々な知識や思考力等を身に付けていく過程の中で，どのよ
うな視点で物事を捉え，どのように思考していくのかということであると説明される。
( 5 ) 高井太郎 (20l1b) は，代表的な研究としてAtwell(1998) をあげている。
( 6) r表3-lJは，高井太郎 (2011a) を一部変更したものである。




( 9) I作文カンファレンス j には，教師と行うものだけではなく，クラスメイトと問題解決を l~
る「学習者同士のカンファレンスjもある。
(10) 木村正幹 (2008) は， I作文カンファレンス」が学習者のモニタリングを促し，メタ認知
をしながら，思考・判断-表現していく姿を明らかにしている。




る。 1つ白は， Iミニ・レッスンjでの指導による。 2つ自は， I作文ワークショップjの特
徴が影響していると思われる。好きなことを書いた作品で、あるから，学習者はより大切に扱
い「見直しJi書き蓋しJを行ったと思われる。
(14) r 1乍文カンファレンスjはAtwell(1998) を参考に行った。
(15) 高井太郎 (20l3)は， r作文ワークショップjを実践すると， Iテーマの焦点化Jrジャン
ルの特性Jrジャンルの設定jに関わる「駿き」が生じる可能性が高いと指摘している。
(16) Atwell (1998) は， rテーマの焦点化」に問題がある場合には， i一番言いたいことは何?J 
「ここの部分は本当はどういうこと?J I気にいっている部分はどこ? どうやってそれを書
いているの?Jなどの質問も行うことがあると言う (pp.226-227)。
(17) rうーんoJや「えーっと」を言いよどみ(五ler) と言う(西阪仰， 1999， p. 87)。言いよ
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